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Ⅰ．豚のストレス、免疫機能低下、易感染とその

対応 1-7)　

豚の病気の発生機序を理解し、消費者が求める豚肉

を生産し供給することは養豚業を営む者とそれを支援

する者の責務である。豚肉の美味しさは、遺伝的な豚

の旨味と飼育されていた豚の健康状態に左右される。

豚に病気があることのデメリットは、肉の美味しさ

と栄養価を阻害する。事故率、飼料要求率、飼料代、

衛生費を増大させ、養豚経営を圧迫する。一方、収益

が大きい養豚場は、離乳時育成率が高い、事故率が低

い、雌豚１頭あたりの出荷頭数が多く枝肉重量が大き

い等の共通点がある���。ところで、わが国の養豚場に常

在化している慢性疾患の発症は豚が受けるストレスと

密接に関係している。豚が受けたストレッサーは、視

床下部―下垂体―副腎皮質軸を活性化させ、副腎皮質

からコルチゾールを分泌させ、血中コルチゾール濃度

は高まる。このため、豚にとって何がストレッサーと

なるかは、血中コルチゾール濃度の上昇を確認するこ

とにより可能である。

豚でのストレッサーを私は次のように分類している。

１．環境ストレス：日較差、温度、湿度、アンモニア、

２．生理的ストレス：母豚の分娩、３．心理的ストレス：

離乳、仲間との離別、４．人為的ストレス：新たな群編

成（離乳後、肥育期）、早期離乳、保定（４分以上の逆

さ吊り）。このうち、アンダーラインを引いたものは、

私が明らかにしたものである。

豚がストレッサーを受けてストレス状態になったと

き、豚の生体内で起こっている重要な変化は、免疫担

当細胞の機能が長期間低下し、易感染状態にあること

である。ここでは、豚における代表的なストレッサー

として、新たな群編成を取り上げる。近代養豚では、

肥育豚は雌と去勢雄は別飼いし、新たな豚の群編成は、

離乳後、肥育前期、肥育中期毎に体重の揃った豚を１

豚房で移動し飼育する方法が、日常的に行われている。

実験は、生後５０日齢の互いに顔見知りでない３腹１２頭

（４頭／腹）の���子豚を導入し、各腹別豚房で２週間飼

育した後、生後６４日齢に２腹の子豚を別の１豚房に移動

し、新たに編成した（群編成子豚；ＡとＢ）。残りの１

腹４頭は移動と編成はしなかった（対照子豚）（図１）。

群編成後の子豚の行動：子豚間での激しい闘争（相

手の頸部、肩、顔、鼻、耳を咬む、相手の頸部、肩に

乗りかかる）が半日間みられた（図２）。
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